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令和２年１２月（第１４回）光市教育委員会会議の要旨 

 

 

１ 開催日時 

令和２年１２月２４日（木） 午後２時～午後２時４５分 

２ 場 所 

教育委員会事務局 １階ホール 

３ 出席者 

 伊藤教育長、河村委員、寺崎委員、平岡委員、武田委員 

４ 事務局 

 中村教育部長、河本学校教育課長、塩田学校教育課主幹、国広文化・社会教育課長兼人

権教育課長、村﨑体育課長、前田図書館長、升教育総務課長、久岡教育総務課経理係長 

 

５ 教育長報告 

（１）市町村教育委員会オンライン協議会について 

（２）光市人権を考えるつどいについて 

（３）児童生徒の学習状況について 

（４）児童生徒等へのご支援について 

 

６ 議 事 

（１）議案及び報告 

   

ア 議案第２２号 令和３年度の体験的学習活動等休業日について 

（ア）概 要 

    令和３年１０月１１日（月）を体験的学習活動等休業日に定めるため、本案を提

出。 

（イ）内 容 

    東京オリンピック・パラリンピック競技大会が令和３年度に延期され、平成３２

年東京オリンピック競技大会・東京パラリンピック競技大会特別措置法等の一部を

改正する法律により、スポーツの日が１０月の第２月曜日から７月２３日とされた

ことに伴い、二学期制の運営をこれまでどおり行うため、体験的学習活動等休業日

として定めるもの。 

  （ウ）議 決 

    全員一致で承認される。 

 

イ 報告第６４号 光市青少年問題協議会委員の委嘱について 
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  （ア）概 要 

    光市青少年問題協議会委員の委嘱について、事務局より報告。 

  （イ）内 容 

    光市議会総務市民文教委員会委員長の改選に伴い、１名の委員が委嘱されたことに

ついて報告するもの。 

  （ウ）議 決 

    全員一致で承認される。 

 

ウ 報告第６５号 令和３年度光市立小・中学校教職員人事異動内申方針について 

  （ア）概 要 

    令和３年度光市立小・中学校教職員人事異動内申方針について事務局より説明。 

  （イ）内 容 

    概要のとおり。 

  （ウ）議 決 

    全員一致で承認される。 

 

 

  エ 報告第６６号 令和２年第７回光市議会定例会一般質問要旨について 

  （ア）概 要 

    令和２年第７回光市議会定例会一般質問要旨について、教育長より報告。 

  （イ）内 容 

    概要のとおり。 

  （ウ）主な意見や質疑 

    ① 意 見 

     今年から小中一貫教育になり、小中学校の教員が相互に乗り入れて授業を行っ

ていることは素晴らしいと感じている。小学生が中学生に進学する際、初めての

場所に行くことは大人でも不安なことで、これは大変重要なことと思う。今後も

是非続けていただきたい。また、タブレット端末によるオンラインなどを活用し

て、コロナウイルス感染症の影響を踏まえて続けていただきたい。 

    ② 回 答 

     小中一貫教育は、未来を切り拓いていく子ども達の力の育成に多大なる成果が

あると考えている。いただいたご意見を参考に、良い取り組みに繋げていきたい。 

    ③ 意 見 

     小中学校の教室への加湿器の設置についての質問に、適切な水分補給をしなが

ら、と答弁されているが、この水分補給はどのように行っているのか。 

    ④ 回 答 
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   夏場に比べて喉の渇きを感じにくいため、一定程度の時間で定期的に水分補給

を行い、体の湿度を保つこととしている。 

    ⑤ 意 見 

   換気の励行について、教室の温度を下げないように、学校現場では具体的にど

のようなことを心がけているか。 

    ⑥ 回 答 

   エアコンの設置時に作成したマニュアルに沿って換気を行っている。部屋の温

度は下がるが、エアコンをつけたまま常時換気を行っている。 

    ⑦ 意 見 

   換気の際、窓は何か所開けるのか。 

    ⑧ 回 答 

     二か所を開けるようにしている。 

    ⑨ 意 見 

   せっかく温まった室内が冷えてしまうことを何かで見たので、隙間によって常

時換気をすることがよいと私も思っていた。 

  （エ）議 決 

    全員一致で承認される。 

 

オ 報告第６７号 区域外就学の承認について 

  （ア）概 要 

    区域外就学の承認について、事務局より説明。 

  （イ）内 容 

    区域外就学の協議及び申請のあった２名を承認したことについて報告するもの。 

  （ウ）議 決 

    全員一致で承認される。 

 


